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戦略的創造研究推進事業さきがけ

女性ならではの
メリットを感じる

―それぞれの研究の内容と、研究者に
なろうと思ったきっかけを教えてください。
内田　極微細なすき間をたくさん持つ多
孔性材料をつくっては、分子を吸着したり

触媒反応を進めたりする機能を探ってい
ます。研究を一生の仕事にしたいと思った
のは、大学４年になり、卒業研究で初めて
自分のテーマを持って未知の現象を解き
明かす楽しさを感じた時ですね。
久保　特殊な微細構造の金属をつくり、
高効率な太陽電池を実現するのが目標で

す。私も、真理を探求しながら、自分自身
も成長できる研究職の素晴らしさにひか
れ、一流の研究所で新しい分野を勉強し
たくて理化学研究所の門をたたきました。
岡田　この場では唯一のライフ分野です
が、エピジェネティクスという遺伝子以外
の環境要因などが影響する遺伝の仕組み
を研究しています。私の場合は、就職を
迷っていた学部時代に買いたての機器を
壊してしまい、当時の助教授から冗談まじ
りに、その分の成果を期待しているから
と大学院の願書を渡されたんです。研究
を続けていれば、モチベーションを高く
持ち続けながら毎日を過ごせるのではと
いう思いもありました。
梅津　私は金属工学が専門で磁性材料
の基礎物性を調べています。実は研究一
筋ではなく、修士を取って一度は就職した
のですが、母の看病のために退職しまし
た。再就職を考えた時に、研究室という、
苦楽を共にした学生が急成長していく場
が好きだと気がついて、再び大学に戻り
研究する道を選びました。
─女性研究者はまだ少ないですが、仕事
で女性ゆえに直面した困難はありますか。

研究職で花開く未来

日本人研究者に占める女性の割合は14%と欧米に比べて半分に
満たない。JST「さきがけ」のライフ、グリーン、ナノテク・材料の
各分野で活躍中の女性研究者たちに、研究職の魅力とともに、出
産・子育てなどのライフイベントとどう向き合ってきたか、本音で
語っていただいた。

JST「さきがけ」の女性研究者が語るキャリアと家庭
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少しずつでも
研究を前に進める
持続力を持つこと
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梅津　同性の研究者がほとんどいない分
野ですが、女性だからと困ったことは特
にありません。せいぜい女子用トイレが少
なかったことくらいですね。逆に珍しいた
めか、学会などですぐに名前を覚えてもら
えるメリットがあります。
内田　私の分野も女性が少ないおかげで
偉い先生にも真っ先に覚えてもらえますね。
久保　目立つから招待講演に選ばれやす
いのかなと、ちょっぴり得をした気持ちに
なったことがあります。
内田　でも、普段は性別を気にすること
はほとんどありませんね。
久保　男性の多い職場ですが、むしろ私
が率先して力仕事をたくさんこなしてい
るような…。
内田　そうそう、ボンベを転がしたり。
岡田　私のところでも女子が力仕事をし
ているようです。女性が多い生命科学分
野の特殊事情かと思っていましたが、どこ
も同じなのですね。女性研究者のハンディ
といえば、やはり家事や子育てに時間を
取られてなかなか研究に没頭できず、集
中して一気に成果を出すことが難しい点
ですね。
梅津　若い頃は夜遅くまで研究していま
したが、育児中はそれができず厳しいも
のがあります。
岡田　女性は急がず、コツコツと努力し、
長い時間をかけて成果をあげるマラソン
型がうまくいくのではないでしょうか。
─皆さん本当にしっかりされていて、む
しろ女性ならではのメリットをより多く感
じているところが素晴らしいと思います。

自分にしかできないこと
を増やす

─働く女性にとって、出産や育児、親の
介護といったライフイベントは大きな問題
ですが、どのようにされましたか。
内田　長女を出産したのは大学４年のと
きでしたが、すでに大学院進学は決まっ
ていて、母の応援もあったので、特に休学
もせずに修士課程へ進みました。子育て
と学生生活の両立は大変でしたが、先生
方のサポートで、続けることができました。
久保　内田さんの武勇伝は実は東大では
有名な話で、なんてすごい人がいるんだ

ろうと思っていました。
岡田　何か当時の逸話はありますか。
内田　出産10日後に卒論の発表会が迫っ
ていたので、病院のベッドで発表用のス
ライドをつくりましたね。
岡田　それはまさに武勇伝ですね。結局
産後は休めたのですか。
内田　学生ですから産休制度というもの
もなく、3週間くらいで研究を再開しまし
た。子どもを持ってから心がけたのは、自
分にしかできないことを増やすこと。独
自の技術や研究を確立すれば、息長く必
要とされますから。次女を出産したのは
自分の研究室を持ったばかりの大変な時
期でした。研究室に行けないため、産後
まもなくからメールで仕事のやりとりをし
ました。メールやウェブが普及していて本
当に助かりました。困ったことは、企業な
ら産休中は代わりの人を配置するところ
を、大学では授業の代役が頼めなかった
ことですね。
梅津　独自性の高い仕事をしている内田
さんならではの苦労ですね。

女性も遠慮なく
キャリアを選ぶには
岡田　私も研究室を持ってからの出産で、
内田さんとよく似ていますが、逆に私は

「自分にしかできない仕事を減らす」こと
を考えました。頼めることは周囲にお願

いして、仕事を厳選したのです。
─JSTのライフイベント支援制度※を
使われていかがでしたか。
岡田　さきがけ研究を3カ月間中断しまし
たが、研究期間の延長はとても助かりま
す。ただ、ライフ系は飼育や培養作業の
継続に研究補助者の雇用が欠かせない
のですが、中断期間はさきがけの研究費
が使えなかったので、当時いた京都大学
の制度で何とかまかないました。中断し
ていても研究環境の維持費を払える柔軟
性があればさらに助かりましたね。
梅津　研究員時代の5年間で、3回の妊
娠・出産を経験しましたが、女性がほと
んどいない職場なので、産休という制度
自体がありませんでした。リーダーと相談
して、上の2人の時は産後4カ月ずつ、第
3子では2カ月休みました。まだ学生を指
導する責任がない立場だったからできま
した。とはいえ、母は既に他界していて育
児の助けを頼る先が少なく、2人目が生ま
れた直後は、もう研究は無理かもしれな
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本当に
やりたいことを
あきらめないこと

※JSTライフイベント支援制度
2週間以上の連続した休暇を必要とするライフイ
ベントに対し、個人型研究である「さきがけ」で
は週単位で研究を中断し、研究期間の延長が可能。
研究費も当初の計画どおり使用できる。制度全体
は HP（http://www.jst.go.jp/gender/unyou.
html）に掲載。
また、さきがけ「なでしこキャンペーン」で先輩
研究者のメッセージを公開中（http://www.jst.
go.jp/kisoken/presto/nadeshiko/ ）。

http://www.jst.go.jp/gender/unyou.html
http://www.jst.go.jp/gender/unyou.html
http://www.jst.go.jp/kisoken/presto/nadeshiko/
http://www.jst.go.jp/kisoken/presto/nadeshiko/
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いと思ったことがあります。サラリーマン
だった夫が自営業になり、家事や育児を
かなり負担してくれたおかげで何とか乗
り越えました。
久保　最近は働きながら子どもを育てる
ことへの理解が広がりつつあるのではな
いでしょうか。私は今のところ子どもを持
たなくてもいいと考えています。以前は、
結婚も出産もしたいと考え、いつ産もうか
それに合わせどう研究を縮小しようかと思
い悩んでいました。親の介護もあり、優先
順位を考えた末に、出産は必ずしも今、自
分が果たしたいことではないと気づきまし
た。何よりも良い成果を出せる研究者にな
ることが一番だと考えています。
　自分のなかで決着がついてからは研究
にすっきりと集中できるようになりまし
た。男性研究者はライフイベントに左右さ
れて悩むことも少ないかと思うのですが、
女性も遠慮や躊

ちゅう
躇
ちょ

なくキャリアを選択で
きる世の中になることを願っています。

限られた時間でも
育児は大切に

─皆さんが苦労してつかんだ、家庭と
研究を両立させるコツは何でしょうか。
内田　下の娘は私が帰宅するころにはも
う寝ているので、朝のひとときを生かし
て、本を読んだり、一緒に遊んだりしま
す。帰宅後の1時間は上の娘とのコミュニ

久保　毎日育児をしている皆さんのタフ
さと効率的な時間のやりくりには頭が下
がります。多くの男性は、子どもが小さく
てもどこへでも赴任して、時間を気にせず
大きなプロジェクトにも参加できますが、
そこが違うところですね。
岡田　確かに週に1日か２日でも、遅くま
で働ける日がほしいと常々思います。
梅津　それはいいですね。家族に相談し
てそんな日を作ろうかしら。（一同賛同）
─学会などの出張はどうされていま
すか。
内田　下の子どもがまだ1歳と小さいの
で、今は1泊までと決めています。
梅津　私は、外国での学会にも子どもを
連れて参加していました。小さいころは、
夫の母に観光がてら現地での日中の子守
りをお願いしたこともありました。最近は
子どもを学会に誘っても「つまらないから
行かない」なんて断られてしまいますけれ
ど、連れて歩ける丈夫な子どもたちで助
かりました。
岡田　分子生物学会では託児所を用意し
てくれるようになり、助かっています。さ
きがけの合宿形式の領域会議にも連れて
行っていますよ。3歳になり、「おばあちゃ
んが来ると、母が不在になる」という公式
がわかってきて不機嫌になるのが困りも
のです。
─子育てで仕事のやり方は変わりまし
たか。
内田　子育て期間は時間が足りないの
で、研究したい気持ちが先走ると、無理を
しがちです。私も2人目が生まれてから、
救急車のお世話になったことがあります。
体調を崩すと周りに迷惑がかかるので、

ケーションにあてています。高校で進路
を考える時期なので、相談に乗ったり勉
強を見たりする時間はとても大切です。

「将来は理系の働く母親になる」と話して
くれたので、私の生き方を肯定してくれて
いるとわかりホッとしました。
岡田　保育園に合わせた暮らしで、時間
がまったく足りないのですが、自宅、保育
園、職場が近いので、移動にかかる時間
は最小限です。また時には実家の母を呼
びよせて、何とかやっています。
梅津　スープが冷めない距離に保育園や
学校・職場が揃っていることは必須条件
ですね。授業参観等で仕事の途中に抜け
出して行っても、また研究室に戻れます。
12年間続いた3人の子どもの保育園生活
をやっと卒園し、使える時間が増えたの
で、研究も「ようやく、これから」です。

戦略的創造研究推進事業さきがけ
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理想高く
モデルケースに
なりたいと
思うこと



11TEXT：大塚信子／ PHOTO：浅賀俊一／編集協力（聞き手）：川添菜津子（JSTさきがけ担当）

無理をしない範囲で頑張ることが大切だ
と気づきました。以前は徹夜していた授
業の準備なども、早くから計画的にやっ
ています。育児も、自分で何でも頑張るの
ではなく、家族に甘えられるところは甘え
るよう意識を変えました。
梅津　子どもも急に熱を出したり、いつ何
があるかわからないので、時間的なゆとり
をもって仕事を進める必要がありますね。
岡田　私は、家族の協力はもちろんのこ
と、大学や自治体の育児支援制度など、
使えるものは何でも使っています。
梅津　最近、育児は母親だけの仕事で
はないという社会の理解が進んできまし
た。若い男性研究者が、子どもの食事や
お風呂の世話をしてから研究室に戻った
り、保育園のお迎えのために早く帰った
りすることも増えてきました。
─家族の協力や体調管理、優先順位な
どの観点からライフイベントに真剣に向
き合ってこられたことに感じ入りました。

専門性の高い研究職は
女性向き

─理系の女性研究者が少ない現状につ
いて、どのように考えますか。
岡田　生命科学は理系の中でも比較的
女性が多い分野で、大学院生の3 ～ 4割
を占めています。ところがポスドクの段階
で激減し、研究職にはほとんど残りませ
ん。やはりライフイベントとのやり繰りや
葛藤が大きいのだと思います。
内田　化学系も学部の女子学生は2割近
くいるのに、博士課程に進む女性はわず
かです。ポスドクまで行ってから、「続け
ていくのは難しい」とやめてしまう場合も
あります。
梅津　物理系、特に金属はもともと女子
学生が少ないのですが、女性を増やす動
きはあります。最近では大手企業が工学
系女子を欲しがっているので、大学院に
進学すれば就職のチャンスはかなり多い
と思います。
久保　産休制度などが充実した企業に就
職する女性研究者が多いようですね。公
的な研究機関では期限付きの雇用が多
くて、定年まで働ける正規の仕事になか
なか就けないことも、将来の不安につな

後押しにもなったことと思います。同時に
プレッシャーも強いので、同期の皆様に
負けない成果を上げたいです。
久保　「さきがけは産休もとれて余裕が
あってうらやましい」と言われますが、実
際は制度を利用しても悠長ではないはず
で、採択後はプレッシャーと責任感でさら
に多忙になります。さきがけの女性が軒並
みタフなのは、そこでめげない賜物かも
知れません。私も男性と比肩する質の高
い研究をしなければと強く感じています。
岡田　意識しているのは、男性研究者に
女性の潜在力を認識してもらうことです。
ライフイベントを経る可能性が高くても
女子学生や若い女性研究者の将来的な
ポテンシャルを考慮して登用するように
なれば、女性研究者の増加に結び付くで
しょう。
内田　女性だから採択されたと言われな
いように、しっかりした成果を残す責任
が私の肩にかかっていると思います。博
士号取得からの約10年でひとつのまと
まったテーマができたので、さきがけを
機に次の10年は、この新テーマに挑戦し
ます。
─皆さん、研究を全うするために前向き
な気持ちで苦労をのりこえてこられたので
すね。後に続く方々に社会の理解や制度
の発達がもっと必要だと思いました。貴重
なお話をありがとうございました。

がっていると思います。
梅津　その点は、男女を問わず厳しいで
すね。ただ、昔のように「女の子が理系な
んて」という偏見は、今は少なくなりまし
たよね。
岡田　それが、実は相談に訪れる女子学
生の半分くらいは、「修士進学に親が反
対する」など周囲の理解をどう得るかに
ついてのものが多いのです。職の不安定
さや、婚期の遅れを心配しているようで
す。私は、「いつまで挑戦を続けたいのか、
具体的な目標を示して説得してはどうか」
と助言しています。
内田　むしろ女性にこそ理系をお勧めし
たいですね。専門性が身につくので、ライ
フイベントがあっても、それに左右されず
復職しやすいと思います。
久保　先日、研究所に見学に来た女子高
校生たちが私たちを見て、「普通の人なん
ですねー」と驚いていました。女性研究者
に会う機会がないため、ガリ勉のような
偏見があるようです。私たちが女子高校
生や大学生、ご両親と接する機会をもっ
と増やせば理系を進路に選択する可能性
が高まるかもしれません。
─最後に、さきがけ研究者になっての
感想をお聞かせください。
梅津　研究者の「登竜門」であるさきがけ
の一員になれたことを誇りに感じていま
す。周囲の祝福も嬉しく、准教授昇任の

岡田 由紀　おかだ・ゆき
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ひとつ譲れない
柱を決めて、
後は柔軟に




